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チームで取り組む親和的な集団づくり 

 

 

教育相談チーム  

  《研究の要旨》 

本研究では，「学びの変革応援事業」として，親和的な集団づくりに関する支援を支援校に対して行った。支援に 

おいては，支援校の課題や希望を把握し，校内の担当者と教育相談チーム指導主事が打合せを行いながら支援内容や 

方法の検討を行い，学校の教員がチームとなって親和的な集団づくりの実践を行えるようにした。そして，支援校に 

対する支援の実際や成果や課題を踏まえて，教員がチームで取り組む親和的な集団づくりを支援するためのモデルプ 

ランを提案できた。 

 

Ⅰ 研究の趣旨 

「令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導

上の諸課題に関する調査結果」（文部科学省）によれば，

前年度に比べ全国的にいじめの認知件数，暴力行為の発

生件数，不登校児童生徒数は増加している。その傾向は，

本県も同様である。「生徒指導提要」（文部科学省）にお

いては，プロアクティブな生徒指導の在り方を改善して

いくことが，生徒指導上の諸課題の未然防止や再発防止

につながると示されている。また，小学校及び中学校の

学習指導要領総則において，「学習や生活の基盤として，

教師と児童（生徒）との信頼関係及び児童（生徒）相互

のよりよい人間関係を育てるため，日頃から学級経営の

充実を図ること」が明記されており，個と集団の育成が

児童生徒の発達を支援するために必要であることが述べ

られている。 

 さらに，「生徒指導提要」では，プロアクティブな生徒

指導を実践する際，チームで取り組むことが重要である

と示されている。多様な児童生徒への対応の困難さに対

して，チームで親和的な集団づくりを考えていくことに

より，同僚性を構築しながら互いに児童生徒の理解や指

導の在り方について探究し合うことができ，教員の資質

向上の促進につながると考える。また，本チームが担当

する出前講座において，Ｑ－Ｕの分析の依頼が毎年最も

多く，訪問した学校からは「Ｑ－Ｕを実施しているもの

の結果を活用することができていない」という課題を聞

くことが多い。 

そこで今年度は，「学びの変革応援事業」として，教員

がチームとなって親和的な集団づくりを目指す学校を募

集し，教育相談チーム指導主事（以下，所員）が支援を

行っていくこととした。支援においては，学校の課題や

希望を把握し，校内の担当者と所員が打合せを行いなが

ら支援内容や方法の検討を行い，学校の教員がチームと

なって親和的な集団づくりの実践を行えるようにした

（図１）。そして，支援した内容や方法及び成果・課題を

踏まえて，支援するためのモデルプランを提案していく

こととする。 

 

図１ 支援のイメージ 

 

Ⅱ 研究の概要 

１ 研究の目的 

本研究の目的を，以下の通り設定した。  

２ 研究の内容・方法 

(1) 支援校 

 前年度に，本チームの支援を希望する学校を募り，小

学校１校と中学校１校を選定した。 

(2) 内容・方法 

 所員が，学校の担当者から学校の課題や希望を聞き，

支援内容や方法について担当者と所員が打合せを行った

上で，支援を実践する。 

 

Ⅲ 研究の実際 

 本稿においては，中学校１校の実践について述べる。 

中学校においては，学校の課題や希望により，現職教

育における校内研修を中心とした支援を行った（図２）。

また，研修主任が担当者となった。なお，校内研修は，

教員の研修に係る負担感や多忙感を考慮し，各校内研修

は１時間以内に行えるように設定した。  

教員がチームで親和的な集団づくりに取り組め

るようにするため，学校の課題や希望に合わせた支

援の在り方を探る。 
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図２ 中学校に行った支援 

１ 第１回校内研修事前打合せ 

 第１回校内研修の事前打合せのみ，学校側の意図によ

り管理職と３月末に行った。その打合せの際，現職教育

における校内研究と関連させながら本事業を活用してい

きたいとの希望が管理職からあった（図３）。また，第１

回校内研修においては，前年度の生徒の実態から見いだ

した課題や研究主題と関連させて，「認め合う」姿の具現

化に向けた協議を行うこととした。そして，校内研修に

おいては，所員による講義型の研修ではなく，教員が同

僚と対話しながら主体的に研修に臨めるように，所員が

配慮しながら研修の進行を行うことになった。 

 

 

 

 

図３ 現職教育研究実践計画 

２ 第１回校内研修 

 第１回校内研修は，４月１週目に設定した。これは，

授業が実践される前に研究主題と関連させた研修を設定

することで，教員に共通の目標を目指しながら次週から

始まる授業実践に生かしてもらいたいといった管理職の

意図があったためである。 

 研修の冒頭に，「『認め合う』姿を育てるために，授業

で取り組めることをチームで考え，自分が４月からやっ

てみることを決める」を，研修目標として設定した。次

に，各学年に１枚のホワイトボードを用意し，協議で出

された意見を共有できるようにした（図４）。これは，教

育相談チームが専門研修や出前講座で実施しているホワ

イトボードを使ったケース会議の方法をアレンジしてお

り，協議内容をホワイトボードに記入することで一人一

人がメモを取る必要がなくなり，教員の協議を活性化さ

せるために取り入れた。協議においては，ブレーンスト

ーミング※１で行うことを事前のルールとして設定する

ことで，教員それぞれの発言に対する心理的安全性を確

保するようにした。 

研修においては，まず「生徒が認め合っている姿」を

各教員がどのようにイメージしているのかを話し合い，

ホワイトボードの左半分に記入した。次に，今後の授業

において，生徒の「認め合う」姿をどのような手立てを

講じて引き出していくのかをホワイトボードの右側に記

入した。その後，各学年のホワイトボードの記入内容や

協議内容を交流する時間を設けた。協議内容を参考とし

ながら，今後の教科指導において取り入れていきたい手

立てを各教員が自己決定し，実践していくこととした。  

ある教員は，「これまでは学力向上を目指す校内研修が

多かった。今回の研修で，改めて生徒の『認め合う』姿

を考え，先生方と共有することができた。授業で生徒の

『認め合う』姿を具現化するための実践は新しいチャレ

ンジとなるが，意識して取り組みたい」と話していた。 

 

図４ 第１回校内研修後のホワイトボード 

※１「批判厳禁，自由奔放，質より量，便乗歓迎」を原則としながら，

解決策や新しいアイディアを発見するための発散的思考法 

３ 第１回校内研修を踏まえた授業実践 

 ５月に行われた要請訪問では，４月の第１回校内研修

の協議内容を踏まえて，各教員が「研究主題との関わり」

として，本時における生徒の「認め合う」姿を引き出す

ための手立てを指導案に明記し，授業実践を行った（図

５）。事後協議会においては，生徒の「認め合う」姿を引

き出すための手立てや授業における生徒の姿についての

協議がなされていた。 

図５ 指導案の「研究主題との関わり」の部分 

後日行った教頭への聞き取りでは，「第１回校内研修で

現職教育における研究主題に向けての協議が行われたこ

とで，具体的な生徒の『認め合う』姿を共有し，自己決
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定した手立てを要請訪問において全教員が実践できた。

４月１週目に研修を実施したことは，授業で育みたい生

徒の姿を具現化するための教員の意識のベクトル合わせ

になり，とても意味のあることだった」と述べていた。 

４ ＷＥＢＱＵについての教育委員会への説明 

 ３月末に行った事前打合せの際に，現職教育における

研究主題に関連する調査の一つとして，ＷＥＢＱＵを所

員が管理職に紹介した。 

その後，管理職からのＷＥＢＱＵ採用の要望を受けた

教育委員会の担当指導主事から，「中学校にＷＥＢＱＵを

導入したいが，そのメリットを教えてほしい」との依頼

があった。そこで，以下のような説明を担当指導主事へ

行った。 

Ｑ－Ｕ及びhyper-ＱＵにおいては，生徒が質問に回答

したものを教員が回収し，全校生の質問紙がまとまり次

第，取扱い業者に提出する。その際，結果が届くまでに

約２週間かかる（図６の上段）。一方，ＷＥＢＱＵにおい

ては，生徒が個人端末から回答を入力するため，生徒の

回答直後に，教員がそれぞれの生徒が所属している学級

にどの程度適応しているのか，生徒がどのような困り感

をもっているかなどを即時に把握できることがメリット

である（図６の下段）。 

 その後，教育委員会は中学校へのＷＥＢＱＵ導入を決

め，１学期には中学校が負担したhyper-ＱＵを実施し，

２学期以降にＷＥＢＱＵを２回実施することになった。

そうすることで，生徒の実態をよりきめ細やかに把握で

きるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 教育委員会への説明資料 

５ hyper-ＱＵ実施直後のＳＯＳのサインの共有 

 hyper-ＱＵの質問項目には，いじめや不登校などのＳ

ＯＳのサインとして捉えられる項目があるが，前述した

ようにhyper-ＱＵの分析結果が学校に届くまでには２週

間程度かかってしまい，生徒のＳＯＳのサインに対して

即時に対応できないという課題があった。そのため，６

月に生徒がhyper-ＱＵに回答した直後，全生徒の回答を

Googleスプレッドシートに入力し，生徒がどのようなＳ

ＯＳのサインを出しているのかを教員全体でデータを共

有することで，支援に生かせるようにした（図７）。 

 ある教員は，共有されたデータを見て，「教科では担当

していないが，部活動顧問として関わっている生徒が，

まさかこんなに承認感が低いとは思わなかった。部活動

で生徒が取り組んでいることを認めたり，担任にも生徒

の頑張っている姿を伝えたりしながら支援していきた

い」と話していた。他にも，ＳＯＳのサインのデータを

参照しながら，心配な生徒への教育相談を教員が分担し

て行うなど，共有したＳＯＳのサインのデータが役立て

られていた。 

 

 

 

 

図７ hyper-ＱＵによるＳＯＳのサインの共有 

６ 第２回校内研修事前打合せ 

 第２回校内研修に向けて，研修主任と所員で事前打合

せを行った。研修内容については，「認め合う」集団づく

りを目指した１学期の実践の振り返りや，hyper-ＱＵの

結果の分析，２学期に講じる手立てについて協議するこ

ととした。その後，打合せ内容を，「『研修観の転換』に

向けたＮＩＴＳからの提案（第一次）」（独立行政法人教

職員支援機構，2024）における「研修デザインの三角形」

を参考にしながら，研修目標及び研修内容，研修過程・

方法を研修主任と所員が共有しながら研修をデザインし

た（図８）。 

 

図８ 第２回校内研修に係る研修デザインの三角形 

また，今後の校内研修に係る研修主任と所員の思いを

共有し，教員の主体性を大切にすることが現職教育を充

実させることとなることを確認し，校内研修における支

援は必要な部分のみ所員が行うこととした。そこで，第

２回校内研修においては，hyper-ＱＵの結果の分析に関

する内容については，専門的な説明を所員が行い，それ

以外については研修主任が研修を進行することとした。 
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７ 第２回校内研修 

 ７月に第２回校内研修を実施した。研修の冒頭に，「１

学期実践の成果・課題とhyper-ＱＵの結果を踏まえて，

２学期に取り組めることをチームで考え，『認め合う』姿

を育てるために２学期に実践することを決める」を，研

修目標として設定した。 

次に，教員が各自の１学期実践の成果・課題について，

ホワイトボードに記入しながら発表し合った（図９）。互

いの発表を聞き合う中で，互いの取組の詳細を質問し合

ったり，発表者の取組の効果が生徒の姿にどのように表

れてきたのかを他の教員が話したりするなど，それぞれ

の教員の実践の成果や効果について，教員同士が認め合

いながら話し合う姿が見られた。 

その後，所員からhyper-ＱＵの結果の活用の仕方につ

いての説明を行った。説明を受け，各学級担任は自分の

学級の状態や配慮が必要な生徒について把握し，学年間

で情報を共有した。 

そして，hyper-ＱＵの結果を把握した上で，２学期に

どのような実践を行うか，ブレーンストーミングで協議

を行った。授業や行事等で生徒の「認め合う」姿を引き

出すための手立てについて，具体的な話合いがなされて

いった。 

ある学年では，hyper-ＱＵの結果から学年全体で「か

かわりのスキル」に課題があることや日常の授業におい

ても生徒同士の関わる姿に課題を感じていたことから，

今後の生徒同士の関わり合いをどのように促進すればよ

いかを話し合っていた。ある教員は，「道徳の授業におい

ては，話合いのルールを決めておくことで全員が話せる

ような手立てを講じていた。自分が担当している教科に

おいても，道徳で行っていた話合いのルールを取り入れ

て，生徒同士の関わり合う機会が増えるように実践した

い」と話していた。前述の教員の話を受け，別の教員は，

「この学年の生徒は，話合いのルールのようなやり方の

提示があると取り組み方が分かって，自分たちで進めら

れる強みがある」と話していた。その後，さらに同学年

を担当している教員で話合いを進め，生徒の強みを踏ま

えてどのような共通した実践をしていけば生徒の関わり

合いを促進していけるのかを協議していた。 

このことから，hyper-ＱＵの結果を同僚と共有したり，

生徒観察を通して課題意識をもったりしたこと，そして

生徒にはどのような強みがあるのかを学年で共有し，今

後の手立てを協議することにより，担任が学級経営を個

で抱えるのではなく，学年の教員がチームとなって具体

的な手立てを共有しながら親和的な集団づくりを目指す

姿を確認することができた。 

 

図９ 第２回校内研修後のホワイトボード 

８ 第２回校内研修を踏まえた授業実践 

 第２回校内研修において，ある学年では，一学級の

hyper-ＱＵの結果と生徒の実態から，生徒が学級で安心

して発言できるようにするための協議を行っていた。協

議内容を踏まえ，その学年の社会科担当の教員は，生徒

が安心して発言できるようにするための手立てを講じた

授業実践を行った。 

 単元の導入において，生徒一人一人が人権問題につい

ての問いを表現できるようにするため，掲示板アプリを

使用することとした。授業では，人権問題に関する複数

の事例を教員が提示し，その事例から考えた問いを生徒

が掲示板アプリに入力し，共有画面を見ながらグループ

の生徒同士で対話し，新たな問いをさらに見出しながら

掲示板アプリに入力した（図10）。教員は，意図的に指

名して生徒の問いを全体に広げたり，指名した生徒の問

いから学びが広がったことを称賛する言葉を個別にかけ

たりするなど，事前にhyper-ＱＵの結果や授業の中で気

になる生徒が安心して発言できるようにするための手立

てを講じていた。 

 

 

 

 

 

 

図10 掲示板アプリでの共有 

 教員は，気になる生徒を事前に座席表に控え，その生

徒が入力した問いを拾い上げて全体に広げていた。 

授業後の教員へのインタビューにおいては，「これま

での授業でなかなか取り上げることができなかった生徒

の考えを広げることができた。校内研修の協議内容を踏

まえたことで，実態に応じた授業の手立てを講じること

につながった」と話しており，校内研修の内容を授業実

践につなげる教員の姿を確認することができた。 

９ 学級経営コンサルティング 

 中学校から，ある学級の学級経営に関しての相談が10
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月にあった。そこで，hyper-ＱＵの結果と担任からの生

徒に関する情報提供に基づき，今後の学級経営の手立て

について担任と所員が相談した。相談の中で，担任から

「これまで生徒の言動を注意するような指導場面が多く

なっていた」との気付きがあった。そこで，応用行動分

析※２の考えに基づいた生徒の望ましい行動に着目した

支援を，担任に意識してもらえるようにコンサルティン

グを行った（図11）。 

 その後，１回目のhyper-ＱＵで課題としていた複数の

生徒が，２回目のＷＥＢＱＵにおいて承認得点が高まり，

学級全体の親和性の高まりも確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

図11 応用行動分析 

※２ 問題状況を「先行事象」「行動」「結果」の３つで理解し，同様の

結果が得られる別の行動の獲得などにより，より適応的な行動を形

成していく行動療法の技法の一つ 

10 第３回校内研修事前打合せ 

 第３回校内研修に向けて，研修主任と所員で事前打合

せを行った。研修内容については，２学期のこれまでの

実践についての成果・課題を振り返ることとした。また，

中学校では11月に初めてＷＥＢＱＵを実施するため，１

学期に実施したhyper-ＱＵとＷＥＢＱＵの違いや操作方

法，結果の活用の仕方について，所員が説明することと

した。ＷＥＢＱＵにおいては，教員が自分の端末からも

他学級の結果を閲覧することができるため，同学年の各

学級の状態や生徒のＳＯＳのサインを共有しながら，今

後の授業実践の手立てを協議することとした（図12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 第３回校内研修に係る研修デザインの三角形 

11 第３回校内研修 

 11月に第３回校内研修を実施した。研修の冒頭に，「２

学期の実践の成果・課題やＷＥＢＱＵの結果を踏まえて，

今後取り組めることをチームで考え，『認め合い，高め合

う』姿を育てるために実践することを決める」を，研修

目標として設定した。 

 次に，学年ごとに設定したGoogleスライドに教員が各

自の２学期実践の成果・課題について入力し，発表し合

った。これまでの研修においてはホワイトボードへの記

入に時間を要したが，Googleスライドに各教員が同時入

力することができたため，第１回及び第２回校内研修よ

りも，多様な手立てについて情報共有することができた。 

 その後，所員からＷＥＢＱＵの活用の仕方について説

明を行った。ＷＥＢＱＵにおいては，１学期に実施した

hyper-ＱＵの分析結果に加えて，学級の「安定度」と「活

性度」を分析することができることを伝え，今後の学級

経営にＷＥＢＱＵの結果を反映させるための視点を提示

した（図13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13 研修で提示したスライド 

 同学年の各学級のＷＥＢＱＵの結果を把握した上で，

それぞれの学級の状態に応じてどのような手立てを講じ

ていけばよいのかをGoogleスライドに入力し，学級の状

態に合わせた手立てについて協議した（図14）。 

ある学年では，ＷＥＢＱＵで「親和型－安定－創造」

と分析された学級については，「高め合う」視点で協議が

なされた。ある教員は，「学習のきっかけとなる教材や発

問を用意し，後は生徒が自律的に学習を進められるよう

にする」といった，親和的な集団だからこそ生徒の自律

を促しながら「活性度」が促進するような授業展開の手

立てを入力し，学年の教員に説明していた。  

また，「ゆるみ型－流動－遂行」と分析された学級につ

いては，「認め合う」視点で協議がなされた。ある教員は，

「活動の振り返りの時，良かった点やルールに沿ってで

きていた部分を承認する」といった，学級の状態から学

級にルールを確立させる必要性を見出し，「安定度」が促

進するような授業展開の手立てを入力し，学年の教員に

説明していた。 
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・４月の年度当初に行った，授業の中で認める場面を考
えた研修がよかった。 

・Ｑ－Ｕの結果の読み取り方の講義がとてもためにな
った。 

・Ｑ－Ｕを利用した学級への働きかけや生徒への声掛
けの工夫を協議できたことが実践につながった。 

・授業のルールづくり（準備や話の聞き方など）を明確
にした。 

・先生方の日頃の実践の共有が参考になった。 
・研修によって，生徒の「認め合い・高め合う」姿の意 
識化が図られた。 

さらに，「孤立傾向の生徒も入れるように，グループづ

くりや教師の声掛けを工夫する」と入力した教員の説明

から，生徒個人のＳＯＳのサインを学年で共有し，同学

年の教員で孤立傾向の生徒への共通した支援を確認する

姿も見られた。 

 ＷＥＢＱＵから得られた学級の状態や生徒個人のＳＯ

Ｓのサインなどの結果を踏まえて，今後の授業や行事，

日常生活においてどのような指導や支援を実践していけ

ばさらに親和的な集団にしていけるのかを，各学年の教

員がチームとなって協議する姿を確認することができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 第３回校内研修後のスライド 

12 校内研究の実践の記録 

 校内研究では，「研究ポートフォリオ」として，実践記

録を各教員がまとめていた（図15）。 

 

図15 研究ポートフォリオ 

 ある教員は，教科指導において「ゆるみ型」の学級を

担当していたため，校内研修における協議を踏まえて，

「集団のルールを自分たちで決めさせる。定期的に振り

返らせ，ルールが守れているのか自己評価させる」こと

を，「研究ポートフォリオ」の「課題解決に向けた手立て」

の欄に記入していた。その後，実践を重ね，振り返りと

して，「ルールの確立と徹底をねらい，班編成の仕方とル

ールについて話合いを行わせた。学級委員が司会を務め，

学級全体から意見を募って自分たちのルールを決めさせ

た」と記入していた。 

 校内研修において共有した学級の状態や協議内容を踏

まえて自己決定した指導や支援の手立てを「研究のポー

トフォリオ」に記入しながら振り返るといった，個人と

しての実践を積み重ねながら，各教員が親和的な集団を

目指す姿を確認することができた。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の考察 

(1) Ｑ－Ｕの結果 

 ６月と11月に行ったＱ－Ｕ（以後，hyper-ＱＵ及びＷ

ＥＢＱＵの区別が生じないため，Ｑ－Ｕと表記する）の

結果は，以下の通りだった（図16）。学級生活満足度尺度

においては，６月及び11月ともに学級生活満足群が全国

平均値を上回り，学級生活不満足群が下回っていた。ま

た，学校生活意欲尺度及びソーシャルスキル尺度におい

ては，６月及び11月ともに全国平均を上回っていた。２

回のＱ－Ｕの結果から，「意欲をもって学校生活を過ごせ

る」，「適切なソーシャルスキルを発揮しながら他者に関

われている」，「学級に適応できている」と，多くの生徒

が回答しており，中学校全体で親和性が育まれているこ

とを確認することができた。 

 

図16 中学校のＱ－Ｕの結果 

(2) 校内研修における支援について 

 12月に中学校の教員を対象に，「所員が支援した校内研

修で，親和的な集団づくりに役立った内容」について問

うアンケートを実施し，回答を得た（図17）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図17 教員の校内研修に関する回答 

 校内研修においては，Ｑ－Ｕの結果を踏まえて同学年

の教員が，授業を中心とした手立ての協議を繰り返し行

った。学級の状態や生徒の実態を客観的に把握するため
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のエビデンスとなるＱ－Ｕの結果を同学年の教員で共有

したことや，共有した学級の状態や生徒の実態を踏まえ

た手立てについて協議したことで，親和的な集団づくり

のための実態に合わせた指導や支援を，教員がチームと

なって実践することにつながったと考える。  

第３回校内研修後に行った教頭へのインタビューで

は，「昨年度まではＱ－Ｕの結果を担任に渡し，担任が一

人で今後の手立てを検討し，１枚のレポートにまとめて

提出してもらっていた。しかし，今年度は，同学年の教

員が，各クラスのＱ－Ｕの結果を踏まえて授業での手立

てを協議し，実践を積み重ねたことで，教員がＱ－Ｕの

結果を生かす形が取れるようになった。そのようなこと

から，Ｑ－Ｕの結果に結びつき，親和的な集団として育

まれていると考える」と話していた。 

このことから，所員が行った支援が，教員がチームと

なって親和的な集団をつくる実践に寄与したと考える。 

(3) チームで取り組む親和的な集団づくりの一考察 

 中学校に行ってきた支援から，教員がチームとなって

親和的な集団づくりをするためには，以下の視点が必要

ではないかと考える。 

まず，中学校が４月１週目に校内研修を設定していた

ように，教員の意識のベクトル合わせを年度当初に行う

ことが重要であると考える。中学校では，生徒同士の「認

め合う」姿を教員が共有したことにより，教員が共通の

目標に向かう学校全体の実践となっていた。 

次に，学級の状態を客観的に捉えるために，Ｑ－Ｕの

ような信頼性と妥当性がある調査を行い，活用すること

が必要であると考える。学級の状態を教員の経験則のみ

で把握するのには限界があり，エビデンスを活用しなが

ら客観性をもって学級の状態を把握する必要性があると

考える。調査結果の活用においては，担任が個人で調査

結果を把握するだけにとどまるのではなく，同僚とチー

ムとなって学級の状態を把握し，学級の状態に合わせた

手立てを検討することが必要であると考える。中学校で

は，エビデンスを基にした協議を通して，自分の授業に

取り入れる手立てを具体的に考え，自己決定し，実践す

る教員の姿が見られた。 

さらに，中学校の教員は，毎回の校内研修で，実践し

てきた手立てを振り返ったり，今後の手立てについて協

議したりするなど，相互の意見を大切にしながら対話し

ていた。このような姿から，職場における心理的安全性

を基に，学級経営を個人で抱え込むのではなく，同僚と

対話を重ねながら実践していくことが重要であると考え

る。 

そして，校内研修で協議した手立てを授業で実践し，

その成果や課題について対話し，今後の授業における手

立てについて協議を繰り返した校内研修は，以下のよう

な「ＡＡＲサイクル」を繰り返すことになり，教員の学

びにつながったのではないかと考える（図18）。 

 

図18 現職教育におけるＡＡＲサイクル 

「ＡＡＲサイクル」とは，「ＯＥＣＤ Learning Compass 

2030 仮訳」において，「見通し・行動・振り返り（ＡＡ

Ｒ）サイクルは学習者が継続的に自らの思考を改善し，

集団のウェルビーイングに向かって意図的に，また責任

をもって行動するための反復的な学習プロセス」と示さ

れている。 

中学校においては，まず，４月の第１回校内研修で「見

通し」をもち，次に，授業実践を中心とした「行動」を

起こし，そして，第２・３回校内研修で授業実践を中心

とした「行動」についての成果や課題を対話で「振り返

り」，さらに，今後の授業実践の手立てを協議しながら「見

通し」をもつといったサイクル，つまり，「ＡＡＲサイク

ル」が循環した現職教育であったと考える。  

 以上のことから，校内研修が現職教育における「ＡＡ

Ｒサイクル」の循環を促進させたことで，教員がチーム

となって親和的な集団づくりを実践できたのではないか

と考える。 

(4) チームで取り組む親和的な集団づくりを支援するた

めのモデルプラン 

 支援校の中学校教員が親和的な集団づくりを目指し，

チームとなって実践を重ねた姿から，本チームがモデル

プランを作成した（図19）。モデルプランにおいては，支

援する小学校及び中学校において年間２回のＱ－Ｕを実

施し，エビデンスを踏まえた親和的な集団づくりの支援

を想定している。 

まず，研究の実際のように，どのような児童生徒を育

んでいくのかを年度当初に対話し，手立てを協議する校

内研修を設定する。同じベクトルで生徒に指導・支援を

重ねた中学校の教員の姿から，年度初めに学校全体のベ

クトル合わせのための研修が重要であったと考える。そ
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のため，多忙な年度初めの研修であっても設定が必要な

研修であると考える。 

次に，５月末から６月初めにＱ－Ｕを実施し，６月中

に校内研修を設定する。これは，Ｑ－Ｕの結果から学級

の状態や児童生徒のＳＯＳのサインを把握し，夏季休業

１か月前に教員同士で対応策を協議し，児童生徒への適

切な指導・支援を行うことで学級の親和性を高め，安心

して夏季休業後に児童生徒が登校できるようにすること

を目的としている。 

その後，９月末から10月初めに２回目のＱ－Ｕを実施

し，10月中に校内研修を設定する。これは，Ｑ－Ｕの結

果から学級の状態や児童生徒のＳＯＳのサインを把握

し，冬季休業前に教員同士で対応策を協議し，児童生徒

への適切な指導・支援を行うことで学級の親和性を高め，

安心して冬季休業後に児童生徒が登校できるようにする

ことを目的としている。 

このような研修の適時性を踏まえて計画することと併

せて，学級の状態や教員のニーズによっては，教員への

個別支援として，学級経営コンサルティングや児童生徒

の実態に合わせたプログラムを提案することで，親和的

な集団をつくるための支援が充実すると考える。 

図19 親和的な集団づくり支援のためのモデルプラン 

なお，本研究においては，エビデンスを得るためのツ

ールとしてＱ－Ｕを使用したが，その他のツールの選定

に当たっては，「誰一人取り残されない学びの保障に向

けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）」（文部科学省，

2023）における別途２「学校風土の把握ツール」を参照

することを提案する。 

２ 研究の成果 

 学校の課題や希望に応じて行ってきた支援は，教員が

チームとなって親和的な集団づくりを目指す一助となっ

た。特に，Ｑ－Ｕ実施後の校内研修の設定や研修内容及

び方法を学校の担当者と打ち合わせながら計画すること

で，学校の実態に応じた支援の充実につながった。 

 また，中学校における支援を踏まえ，親和的な集団づ

くりを目指す学校を支援するためのモデルプランを作成

することができた。 

３ 今後の課題 

 学校の課題や希望に応じてその都度，支援を行ったが，

支援校が年間の見通しをもって活用するためには，所員

による具体的な提案も必要であった。 

多忙な学校現場において，今後は所員がモデルプラン

を支援校に提示し，それらを学校が年間計画に位置付け

ることで，より効率的・効果的な支援を実現できると考

える。 
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